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宮里 洋史 議員

◇上間町長選挙公約
◇農水産物流通・加工・
観光拠点施設が一部
頓挫か？

◇道路行政（桃原）
◇観光協会早期設立を
◇これからの一括交付金
◇教育行政・給食政策

報　　告
事件番号 内　　　　　容

報告第 7号 平成 27年度 沖縄県町村土地開発公社 事業報告及び決算報告について

報告第 8号 平成 27年度 放棄した債権の報告について

報告第 9号 西原町教育委員会事務事業の点検及び評価報告書について

■歳入歳出予算の総額にそれぞれ2億9,143万8千円追加し、総額歳入歳出をそれぞれ132億1,746万3千円とする

■歳入歳出予算の総額にそれぞれ8,320万3千円追加し、総額歳入歳出をそれぞれ69億8,078万円とする

■歳入歳出予算の総額にそれぞれ484万3千円追加し、総額歳入歳出をそれぞれ2億3,304万1千円とする

■歳入歳出予算の総額からそれぞれ595万8千円を減額し、総額歳入歳出をそれぞれ22億2,685万4千円とする

※総額に変動はなし。財源上、予備費から充当。

都
市
モ
ノ
レ
ー
ル
は
現
在

浦
西
駅
ま
で
延
長
さ
れ
た

が
、
西
原
町
延
伸
を
提
案
す
る

の
で
あ
れ
ば
、
与
那
原
町
、
南

風
原
町
、
那
覇
市
を
通
る
円
を

描
く
形
で
始
点
、
終
点
と
も
那

覇
空
港
と
提
案
し
た
い
。

 
町
長  

現
時
点
で
、
隣
接
の
自

治
体
で
は
、Ｌ
Ｒ
Ｔ
な
ど
の
導

入
等
の
問
題
も
あ
り
、
浦
西
駅

か
ら
マ
リ
ン
タ
ウ
ン
ま
で
延
伸

を
考
え
て
い
る
。

幸
地
イ
ン
タ
ー
、
浦
西
駅

周
辺
の
ま
ち
づ
く
り
に
関

す
る
町
長
の
見
解
と
平
成
２

９
、
３
０
年
度
に
か
け
て
実
施

計
画
、
事
業
計
画
書
を
策
定
し
、

平
成
３
０
年
度
に
組
合
設
立
認

可
申
請
し
、
土
地
所
有
者
の
１

０
０
％
の
同
意
を
得
る
計
画
に

つ
い
て
伺
う
。

 

町
長  

今
後
と
も
地
域
の
皆
さ

ん
と
連
携
し
な
が
ら
、
着
実
に

都
市
基
盤
整
備
を
進
め
て
い
く
。

 

都
市
整
備
課
主
幹  

平
成
29
年
、

30
年
度
に
か
け
て
１
０
０
％
の

同
意
を
い
た
だ
き
、
さ
る
３
月

１
日
に
幸
地
地
権
者
及
び
関
係

者
の
方
に
事
業
、
仮
同
意
、
組

合
施
行
に
つ
い
て
の
説
明
会
を

行
い
、
今
後
、
組
合
施
行
に
向

け
て
取
り
組
み
ま
す
。
又
、
徳

佐
田
地
域
は
既
に
仮
同
意
を

90
％
い
た
だ
い
て
お
り
、今
年
度
、

調
査
計
画
と
準
備
業
務
を
実
施

琉
球
大
学
医
学
部
の
移
転

跡
地
利
用
に
対
す
る
基
本

構
想
の
策
定
と
あ
る
が
、
医
学

部
の
重
点
課
題
は
重
粒
子
線
を

活
用
し
た
ガ
ン
治
療
等
、
米
軍

の
陸
軍
病
院
を
活
用
し
た
医
療

デ
ー
タ
を
必
要
と
す
る
新
薬
開

発
の
為
で
あ
る
。
地
域
の
皆
さ

ん
か
ら
反
対
の
意
見
も
あ
る

が
、
医
学
部
の
移
転
の
見
解
は
。

 

町
長  

西
普
天
間
区
一
円
の
整

備
に
合
わ
せ
て
、
重
粒
子
線
施

設
を
機
能
さ
せ
る
た
め
琉
球
大

学
医
学
部
が
活
用
さ
れ
る
地
元

と
し
て
は
当
然
反
対
を
申
し
上

げ
た
。
ま
だ
移
転
の
道
筋
が
見

え
て
こ
な
い
状
況
で
あ
り
、
基

本
的
に
は
反
対
で
あ
る
。

し
て
お
り
、
現
在
測
量
を
し
、

今
年
度
基
本
計
画
ま
で
に
上
が

れ
ば
、
新
た
に
説
明
会
を
行
い
、

方
向
性
を
決
定
し
て
い
き
た
い
。

農
水
産
物
流
通
・
加
工
・

観
光
拠
点
施
設
に
お
け
る

用
地
面
積
、
買
収
金
額
等
ま
た

一
括
交
付
金
利
用
の
施
設
内
容

の
変
更
は
無
か
っ
た
か
。

 

建
設
部
長  

用
地
面
積
は
８
，

３
１
０
平
方
メ
ー
ト
ル
で
、
用

地
購
入
費
は
、
２
億
９
千
万
円

で
現
在
、
事
業
認
定
庁
と
事
前

協
議
を
進
め
て
お
り
、
協
議
が

整
い
次
第
、
事
業
説
明
会
、
申

請
書
提
出
、
公
告
、
縦
覧
等
を

行
っ
て
、
来
年
１
月
末
ま
で
に

用
地
取
得
、
物
件
補
償
を
完
了

し
た
い
。
う
る
ま
市
の
類
似
施

設
が
内
閣
府
か
ら
レ
ス
ト
ラ
ン

の
収
益
施
設
は
、
交
付
対
象
と

は
認
め
ら
れ
な
い
と
回
答
が

あ
っ
た
。

一
般
質
問

平成 28年度 一般会計補正予算

平成 28年度 国民健康保険特別会計補正予算

歳　

入

歳　

出

総務費

民生費

農林水産業費

土木費

教育費

34,587 千円

141,800 千円

29,890 千円

36,120 千円

5,903 千円

1,487,163 千円

5,405,772 千円

202,708 千円

1,249,877 千円

2,410,594 千円

地方交付税

国庫支出金

県支出金

町債

86,702 千円

79,504 千円

48,065 千円

83,884 千円

1,993,070 千円

2,236,197 千円

1,752,691 千円

991,754 千円

歳　

入

歳　

出
保健給付金

後期高齢者給付金

介護納付金

予備費

繰上充用

50,857 千円

△72,321 千円
△13,152 千円
△121,831 千円
△4,623 千円

3,001,905 千円

551,968 千円

245,454 千円

375,831 千円

1,119,310 千円

療養給付費等交付金

前期高齢者交付金

繰入金

6,280 千円

△24,017 千円
100,940 千円

252,033 千円

378,390 千円

1,038,304 千円

平成 28年度 後期高齢者医療特別会計補正予算

歳
入 後期高齢者医療保険料金 4,066 千円 175,285 千円

歳
出 後期高齢者医療

広域連合納付金
4,843 千円 232,439 千円

歳
入 国庫支出金 △6,830 千円 470,466 千円

歳
出 総務費

地域支援事業費

△7,056 千円 120,395 千円

1,098 千円 87,696 千円

平成 28年度 介護保険特別会計補正予算

歳
出 公共下水道費

予備費

2,249 千円 485,342 千円

△2,249 千円 15,818 千円

平成 28年度 公共下水道事業特別会計補正予算

補　正 合　計

補　正 合　計

補　正 合　計

補　正 合　計

補　正 合　計 補　正 合　計

補　正 合　計 補　正 合　計

補　正 合　計

問

問 問

 

産
業
課
長  

担
い
手
は
、
各
観

光
関
連
企
業
や
印
刷
会
社
、
町

内
の
飲
食
店
等
々
に
な
る
と
思

う
の
で
す
が
、
計
画
の
策
定
の

中
で
商
工
会
、
関
係
企
業
と
連

携
し
な
が
ら
検
討
し
、
設
立
に

つ
い
て
は
、
平
成
31
年
度
を
目

標
に
し
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
一
括
交
付
金

の
活
用
は
、
町
単
独
で
な

く
与
那
原
町
や
中
城
村
、
北
中

城
村
、
も
し
く
は
県
と
一
緒
に

大
型
イ
ン
フ
ラ
開
発
や
整
備
等

に
使
用
し
た
ほ
う
が
よ
い
の
で

は
な
い
か
。

 

町
長  

市
町
村
間
を
超
え
た
広

域
的
な
事
業
、
地
域
の
活
力
を

生
み
出
す
事
業
と
し
て
、
一
定

の
費
用
対
効
果
を
模
索
し
て
い

く
の
で
あ
れ
ば
自
治
体
の
枠
を

を
超
え
て
の
展
開
が
可
能
で
は

な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。
今

後
サ
ン
ラ
イ
ズ
推
進
協
議
会
の

中
で
共
同
の
認
識
を
持
ち
な
が

ら
進
め
、
東
海
岸
の
今
後
の
展

望
を
見
据
え
る
上
で
検
討
さ
せ

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

か
ね
て
よ
り
要
望
し
て
い

た
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー
が
今
年
度
よ
り
配
置

さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
変
化
は
。

 

教
育
部
長  

不
登
校
生
徒
へ
の

対
応
等
、
き
め
細
や
か
な
支
援

が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
と
考

え
て
お
り
ま
す
。
す
ぐ
大
き
な

９
月
７
日
の
大
雨
で
、
桃

原
構
造
改
善
セ
ン
タ
ー
前

の
排
水
溝
が
溢
れ
て
い
た
。
対

策
は
あ
る
か
。

 

土
木
課
長  

こ
の
側
溝
は
去
年

擁
壁
工
事
と
合
わ
せ
て
新
し
い

側
溝
に
入
れ
替
え
て
お
り
ま

す
。
今
回
現
場
を
私
も
確
認
し

た
の
で
す
が
、
つ
ま
り
が
原
因

な
の
か
、
大
き
さ
自
体
が
問
題

な
の
か
。
上
流
側
、
池
田
方
面

か
ら
ず
っ
と
水
が
来
て
、
擁
壁

の
最
初
の
部
分
で
、
う
ま
く
桝

に
流
れ
て
い
な
い
よ
う
な
感
じ

も
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
の
で
調

査
を
行
い
な
が
ら
対
策
を
検
討

し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

観
光
協
会
の
設
立
時
期
と

担
い
手
は
。

効
果
や
改
善
が
見
ら
れ
る
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
活
動

を
継
続
し
て
い
く
必
要
が
あ
る

も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

給
食
費
の
無
料
化
に
向
け

て
、
必
要
な
世
帯
に
給
食

費
を
補
助
す
る
場
合
は
、
２
千

万
円
く
ら
い
の
予
算
措
置
が
さ

れ
る
と
考
え
る
。
要
す
る
に
２

千
万
円
が
給
食
政
策
に
当
て
ら

れ
る
わ
け
で
あ
る
。
こ
の
政
策

を
す
る
前
に
、
父
母
、
子
ど
も

た
ち
に
は
色
々
な
意
見
が
あ
る

と
思
う
の
で
町
と
し
て
ア
ン

ケ
ー
ト
を
す
る
こ
と
が
可
能
か
。

 

町
長  

給
食
費
の
無
料
化
を
実

施
す
る
に
当
た
っ
て
、
ま
ず
そ
の

基
本
的
な
ス
タ
ン
ス
を
ど
う
確
立

し
て
い
く
の
か
。
そ
の
た
め
に
は

個
々
具
体
的
な
調
査
研
究
が
必
要

だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
の
で
、
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
も
検
討
さ
せ
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

問問

問問

問

報
告
・
補
正
予
算

問

農水産物流通・加工・観光拠点施設のパース

大雨であふれていた排水溝(桃原）

こ
の
一
般
質
問
の
内
容
は
、
会
議
録（
録
音
テ
ー
プ
）に
基
づ
い
て
各
議
員
が

質
問
の
一
部
を
ま
と
め
、
編
集
委
員
会
が
最
終
確
認
・
編
集
を
し
た
も
の
で
す
。


